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行った電極で、は O.5MVjcm 位まで・誘起電量の増大が認められなかったことから. '1昔極l1iîのガス屑が低
軍界での電離増倍の原因でめることを推論しているの
第五章は液体絶緑物lヤの空間電荷と題し，直Mt高屯界j五気{ム導;及び絶縁破壊引象において重要 ìJ:液体中
でのtE界分布を Kerr 効果を用いてニトロベンゼンヰlで測定し，陰極電界強度が平均印力~1'1古界強度より増
強されていることが明らかにされ，さらにパルス電界による Kerr 効果の時間遅れの測定からこの電界歪
が液体分子または含有不純物の電界による解離によって生じた正，負イオンの移動，蓄積に基づくもので
あることが電気伝導の実験結果とあわせて推論されている。
第六章は液体絶縁物の絶縁破壊と題し，ベンゼン，コンデンサー油等の液体絶縁物の絶縁破壊現象を明
らかにするため，絶縁破壊強度，絶縁破壊の時間遅れ等の測定を行い，さらに絶伝破壊において陰極の電
子放射の難易，破壊の時間遅れの長短，正イオン空間百倍の有無等より，液体絶縁物の絶縁破壊形式の分
-344-
類を試みているロ乙れから，直流破壊は空間電荷等の二次的因子の影響を受けやすいが，インパルスでは
本質的な絶縁破壊強度を与えることが明らかにされている。
第七章では，液体絶縁物の高電界電気伝導及び絶縁破壊に関する第二章から第六章までの研究結果を総
括し，本研究の結論を与えている。
以上のように本研究は液体絶縁物の高電界電気伝導及び絶縁破壊現象を実験的に究明し，その基本機構
を物性論的に考察したものである ο これらの結果は液体中の荷電体の挙動を物理的に明確にしていると共
に，液体絶縁材料の絶縁性能の向上に対する基本指針を与えている。従って，電気工学上，電気機器の絶
縁設計，絶縁診断においても基礎的データーとして大いに有用である。よって本論文は博士論文として価
値があることを認める白
-345-
